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ブロードバンドサービスに関するユニバーサルサービス制度における 

コスト算定に関する研究会 

（第８回）議事概要 

 

１．日時：２０２４（令和６）年３月２６日（火）１０：００～１０：２６ 

２．場所：Ｗｅｂ会議による開催 

３．出席者： 

（１）委員： 

関口博正主査（神奈川大学経営学部教授）、相田仁主査代理（東京大学名誉教授）、 

春日教測構成員（甲南大学経済学部教授）、 

北口善明構成員（東京工業大学学術国際情報センター准教授）、 

砂田薫構成員（国際大学グローバル・コミュニケーション・センター主幹研究員）、 

高橋賢構成員（横浜国立大学大学院国際社会科学研究院教授） 

（２）オブザーバ： 

一般社団法人電気通信事業者協会、一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟、 

東日本電信電話株式会社、西日本電信電話株式会社、KDDI株式会社、 

ソフトバンク株式会社、ソニーワイヤレスコミュニケーションズ株式会社 

（３）事務局（総務省総合通信基盤局）： 

・電気通信事業部 木村公彦電気通信事業部長 

堀内隆広基盤整備促進課長、大堀芳文基盤整備促進課企画官、 

宇仁伸吾基盤整備促進課課長補佐 

４．議題： 

「ブロードバンドサービスに関するユニバーサルサービス制度におけるコスト算定

に関する報告書（案）」について 

５．議事録 

【宇仁補佐】  事務局の基盤局基盤整備促進課の宇仁でございます。 

 定刻となりましたので、会議開始に先立ちまして、事務局から御案内をさせていただき

ます。本日はオンライン会議による開催となりますことから、皆様が発言者を把握できる

ようにするため、御発言いただく際には、冒頭にお名前をお伝えいただきますよう、お願

いいたします。また、発言時以外はマイクをミュートにしていただきますよう、併せてお
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願いいたします。なお、構成員の皆様におかれましては、音声がつながらなくなった場合

には、チャット機能など必要に応じて御活用いただきますようお願いいたします。 

 これより先の議事進行は、関口主査にお願いできればと思います。関口主査、お願いい

たします。 

【関口主査】  皆様、おはようございます。年度末のお忙しいところに御参集賜りまして、

どうもありがとうございます。ただいまから、ブロードバンドサービスに関するユニバー

サルサービス制度におけるコスト算定に関する研究会、第８回会合を開催いたします。 

 まずは事務局から配付資料の確認をお願いいたします。 

【宇仁補佐】  事務局でございます。 

 議事次第、資料１及び資料２、参考資料１、２及び３を構成員の皆様には事前に送付し

ております。また、傍聴されている方には、資料を掲載している総務省のホームページを

御案内しております。以上でございます。 

【関口主査】  ありがとうございます。 

 それでは、議事に入らせていただきます。前回会合で御了承いただきました報告書案に

つきまして、パブリックコメントを３４日間行いました。その結果とその意見に対する考

え方などを事務局から説明していただき、その後、議論に移りたいと思います。 

 それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

【大堀企画官】  総務省の大堀でございます。資料１及び資料２について御説明申し上げ

ます。 

 まず資料１を御覧ください。先月２月７日から今月１１日まで３４日間、パブリックコ

メントを実施し、法人・団体６件、個人１件の計７件の御意見を頂戴しました。これらを

報告書案の項目別、項目順に並べ、整理したものが２ページ目以降になります。表の左側

に御意見をそのまま引用させていただきまして、通し番号を振らせていただきました。そ

れぞれに対応する形で、その右側に御意見に対する考え方の案を記載し、通し番号を一致

させてございます。本日は、この考え方の案を中心に御議論いただきたいと思います。 

 ２ページ目を御覧ください。大項目２番目「区域指定」について、その基本的な考え方

などについて、「意見１」から「意見３」まで３つの御意見を頂戴しました。「意見１」及

び「意見３」は実態に即した算定方法を求める御意見でございまして、「意見２」は公設地

域の取扱いに係る賛同意見でございました。今後の検討や見直しの参考とさせていただき

たいと思います。 
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 ３ページ目を御覧ください。需要の考え方について「意見４」を頂戴いたしました。賛

同の御意見でございまして、引き続き検討をさせていただきたいと思います。 

 ４ページ目に移らせていただきます。「意見５」及び「意見６」は町字別の回線密度の精

緻化として「非可住地面積」の取扱いについて、そして「意見７」及び「意見８」は町字

から局舎までの距離の補正について、それぞれ御意見を頂戴いたしました。いずれも今後

の総務省の検討の視点を頂戴したものになっており、参考にさせていただきたいと思って

おります。 

 ５ページ目を御覧いただきたいと思います。「意見９」になります。除却損の取扱いに関

連する事柄といたしまして、大規模な設備復旧による多大なコストが発生した場合の個別

の取扱いについて御意見を頂戴いたしました。今後の総務省における検討の際の参考とさ

せていただきたいと思います。 

 次に、「意見１０」及び「意見１１」でございますが、同趣旨の指摘といたしまして、中

継回線及び海底ケーブルについてそれぞれ御意見を頂戴いたしました。次のページの「意

見１２」も海底ケーブルに関するものになっております。いずれも総務省において検討す

る際の参考とさせていただきたいと思います。 

 次に、「意見１３」及び「意見１４」でございます。設備利用部門コストの算定につきま

して、今後、総務省において検討する際の視点を頂戴したものになっております。参考に

させていただきたいと思います。 

 区域指定の最後といたしまして、入力値の論点について「意見１５」を頂戴しておりま

す。今後、総務省が公募を行う際の参考とさせていただきたいと思います。 

 ７ページ目を御覧ください。大項目３番目「交付金算定」について、その基本的な考え

方について「意見１６」から「意見１８」まで３つの御意見を頂戴しております。いずれ

も基本的に賛同の御意見でございます。特異判定式の適用やその適用期間などについては

継続検討課題とされており、それぞれからいただいた視点は、今後の総務省令の策定です

とか検討などの際の参考にさせていただきたいと思います。 

 ８ページ目を御覧いただきたいと思います。続いて、アクセス回線部門コストの算定対

象の設備範囲につきまして、「意見１９」から「意見２１」まで３つの御意見を頂戴してお

ります。このうち「意見２１」は、「ＦＴＴＨにおける収容ルータ」及び「ワイ固専用型の

５Ｇコア」について例外的取扱いをする場合、総務省における毎年の精査の上で、内容整

理後に公表する趣旨を報告書案に明記すべきとの御意見でございました。 
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 「意見２０」に関しましてもその趣旨と同じものになっておりまして、この点、前回、

前々回のこのコスト算定研究会の中でも、その趣旨を私、事務局から御答弁申し上げたと

ころでございます。趣旨明確化のため、「意見２１」の右側に記載させていただいた「修文

案」と書かせていただいている部分の下線部分のとおり、加筆をさせていただきたいと考

えております。 

 次に、共通費の配賦基準でございます。「意見２２」から「意見２４」まで３つの御意見

を頂戴いたしました。「意見２２」及び「意見２３」は賛同意見であり、「意見２４」はこ

れまでのコスト算定研究会における議論の中でも出ていた御意見と思います。いずれも御

意見として頂戴いたしたいと思います。 

 １０ページ目を御覧ください。海底ケーブルと陸揚局について、「意見２５」及び「意見

２６」を頂戴いたしております。報告書案にありますとおり、今後、総務省において検討

を深めてまいりますので、その際の参考とさせていただきたいと思います。 

 １１ページ目を御覧ください。このページ以降は、その他項目に関する御意見になりま

す。 

災害時等、有事における役務維持、早期復旧用の設備について、「意見２７」及び「意見

２８」の２つの御意見、そして「意見２８」につきましては、入力値の公募につきまして

も御意見を頂戴いたしました。「意見２７」につきましては、総務省において今後、慎重に

検討する際の参考とさせていただき、「意見２８」につきましては、先ほどの区域指定の入

力値に関する御意見への考え方と同一とさせていただきたいと思います。 

 次に、報告書案の「おわりに」につきまして御意見を頂戴しております。「意見２９」で

す。これについては、交付金による支援とその原資たる負担金のバランスに配慮する観点

が既に報告書案の各項目に盛り込まれておりますので、原案のままとさせていただき、今

回いただきました御意見は総務省における今後の検討の際の参考とさせていただきたいと

思います。 

 最後に１２ページ目を御覧ください。継続検討課題に関する「意見３０」につきまして、

この研究会も含め、有識者の御意見を賜りながら、今後、総務省において検討を深める際

の参考とさせていただきたいと思います。「意見３１」とそれに対する考え方は記載のとお

りでございます。 

 続きまして、資料２を御覧ください。こちらは、パブリックコメントに付したバージョ

ンの報告書案に対し、先ほど御説明申し上げましたパブリックコメントを踏まえた修正と、
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パブリックコメント開始後に事務局で行った修辞上の修正と資料編への追記などを赤字の

見え消しで表した報告書案になっております。 

 ３３ページ目を御覧いただきたいと思います。ここから１点、事務局から御提案をさせ

ていただきたいことがございます。今映写をさせていただいている３３ページ目も含めで

ございますが、この報告書案には審議会答申案の内容に連動する部分がございます。今映

写している利用部門コスト部分であれば、原案では「（ⅲ）考え方」の上から４行目のとこ

ろでございますが、読み上げさせていただきますと、「ワーキンググループにおいて、交付

金の算定対象とするか否か、政策的見地から検討が進められているため、その議論の結果

に従うことが適当である。」とされておりました。しかし、同時並行で議論が進められてき

た審議会ワーキンググループの結論である答申案も、明日、あさってには確定する見込み、

段階となっております。よって、見え消しをさせていただきましたとおり、現時点でのパ

ブリックコメントに付された審議会答申案の書きぶりに連動させていただく修正を施させ

ていただきまして、この部分につきましては、「ワーキンググループにおいて、交付金の算

定対象とするか否か、政策的見地から検討が進められ、標準判定式におけるコスト算定の

対象外とすることが適当とされた。これに従うことが適当である。」としてはいかがかと考

えております。 

 これと同内容のものがこの後６０ページ目にもございますので、御確認をお願いしたい

と思います。その上で、あさってまでに審議会答申案のこうした連動する部分の内容が確

定いたしますれば、見え消し部分の内容は溶け込ませた形にして報告書を確定させ、もし

そのままでは確定しなかった場合には、見え消しを取りやめ、原案のまま確定させてはい

かがかと考えます。 

 このため、本日の研究会の御議論でございますけれども、例えばでございますが、報告

書案の内容は、こうした審議会答申案に連動する見え消し部分については御留保を賜りつ

つ、全体の内容について確定いただくべく御審議いただき、最終的にこの報告書が報告書

としての取りまとめ、確定といいますのが審議会答申案の確定日と連動させるということ

を図っていただくべく、関口主査預かりに御整理をいただいてはいかがかと考えておりま

す。 

 以上になります。御審議のほど、何とぞよろしくお願いいたします。 

【関口主査】  どうもありがとうございました。それでは、議論に移りたいと思います。 

 どの項目からでも結構でございますので、御意見等いただける方は、チャットもしくは
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御発声にてお知らせをいただければ幸いでございます。どうぞお願いいたします。 

 今回頂戴いたしましたパブリックコメント、御意見、御参加いただいているオブザーバ

からも多く頂戴しておりますので、オブザーバの方で補足等あるいは追加の意見が口頭で

ございましたら、オブザーバの方からも御発言をいただければと存じますが、いかがでご

ざいましょうか。 

 相田先生、お願いいたします。 

【相田主査代理】  基本的に内容については、あるいは扱いについては賛同いたします。

ちょっと確認させていただきたいんですけれども、報告書としての最後のところに資料編

と書かれていて、実際に資料となるのはどこまでなのかというのがちょっと、ぱらぱらと

めくったところでは分かりにくかったので確認させていただければと思います。 

 下のページで言う８０ページまでということで、参考資料というのは本日の参考資料と

いうことで、報告書の一部ではないという理解でよろしゅうございますでしょうか。 

【大堀企画官】  事務局でございます。おっしゃるとおりでございまして、先生方に事務

局から事前にお送りしたＰＤＦファイルが１つにまとまったファイルになっております関

係で誤解されやすいかと思います。実際に紙で印刷されていたり、あるいは総務省ホーム

ページでリンクを御覧いただいている方につきましては、本体の資料２の資料編は相田先

生御指摘いただいたとおりで、判別いただけるかと思います。８０ページ目までで資料と

しては切れております。資料編につきましては、６４ページ目の右上に資料１、６５ペー

ジ目の右上に資料２、そして６６ページ目の右上に資料３と振らせていただいて、それが

８０ページ目まで続いて、終わるということになります。そして、御指摘のとおり、参考

資料１、参考資料２、参考資料３は本日の会議資料ということになります。失礼いたしま

した。 

【相田主査代理】  ありがとうございました。 

【関口主査】  ほかにいかがでございましょうか。 

 感想めいたことでも構わないんですけれども、どなたからでも結構です。御発言いただ

ければ幸いですが、いかがでございましょうか。よろしいでしょうかね。 

【相田主査代理】  高橋先生が手を挙げていらっしゃるようですけれども。 

【関口主査】  失礼しました。見ていませんでした。高橋先生、お願いいたします。 

【高橋構成員】  私もおおむね報告書の修正とその後の取扱いに関しては事務局の提案で

よいと思いますが、パブリックコメントを見た限りだと、もうちょっとヒアリングの、プ
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ロセスにおいて、ヒアリングのところでヒアリングの対象を少し広げておいたほうがよか

ったのかなという感想を抱きました。以上です。 

【関口主査】  ありがとうございます。これは感想ということでよろしゅうございますね。 

【高橋構成員】  はい。特段意見は。 

【関口主査】  ありがとうございます。ほかいかがでございましょうか。 

【宇仁補佐】  事務局です。春日先生が。 

【関口主査】  春日先生ですか。春日先生、お願いします。 

【春日構成員】  春日です。報告書をまとめていただいてありがとうございました。全体

としての内容と今後の方針につきましては全く異論ございません。賛同の意見を表明した

いと思います。 

 パブリックコメント、頂いたものを見ると、検討の段階からいろいろ議論をしていまし

たけれども、やはりこれから継続検討でいろいろ考えていかなければいけないことが山積

みになっております。それに対して我々も一応議論したつもりですけれども、「今後検討す

るときに忘れないでくださいね」という念押しの意見が非常に多かったように思います。

これで一区切りつきますが、引き続き考えていかなければいけないとの思いを新たにした

ところでございます。以上です。 

【関口主査】  ありがとうございます。砂田先生、お願いいたします。 

【砂田構成員】  ありがとうございます。私もパブリックコメントを拝見すると、ちょっ

と個人の方は別としまして、事業者の方々の御意見に関しては、研究会の中でも発言なさ

っていたものが結構あるなという印象で、特に全く違う観点からの御意見ではなかったの

ではないかという感想を持ちました。事務局のまとめた方向で報告書を整理いただいて、

最後の確定については関口主査にお任せしたいと思います。以上です。 

【関口主査】  ありがとうございます。 

 北口先生、何かコメントいただけますでしょうか。 

【北口構成員】  私のほうも異論ございません。最後の考え方の部分に関しましても、関

口先生にお任せしたいと思っております。コメントも今後の継続検討のために必要な念押

しということで承知しております。以上でございます。 

【関口主査】  ありがとうございます。 

 オブザーバの皆様から何か御発言いただけるようであればお願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。 
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 特によろしいですか。特に手が挙がらないようでありますので、あまりだらだらやって

もしようがないので、本日説明いただきましたパブリックコメントに対する考え方の案、

それから報告書の一部訂正をした案につきましては、本日、事務局の案のとおりにさせて

いただきたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

【関口主査】  ありがとうございます。それでは、今後、多少の修正が、字句の修正等が

ございますかもしれませんが、その場合には私に一任という形でお任せをいただくという

ふうにさせていただきたいと思います。 

 なお、先ほど大堀企画官から確定の日付について少しお話がありました。今週、審議会

答申が早ければ木曜日に確定するということで、そこまで少しペンディングをさせていた

だきたいというお話がございましたので、特にこの情報通信審議会 電気通信事業政策部

会の答申案に連動する箇所につきましては、その確定を待って、多少の修正がある場合に

はそれに従うという形で、確定時期をそこまで待って一致させるということをお願いした

いと思っております。 

 ということで、報告書の確定日付につきましては、審議会答申案まで私のほうで預から

せていただくという形にさせていただければと存じます。 

 早ければ、あさって木曜日には報告書として確定できるのではないかと思っております。 

 どうもありがとうございました。 

 それでは、次回につきまして事務局からお願いいたします。 

【宇仁補佐】  事務局でございます。本日もありがとうございました。次回会合の詳細は

追って御連絡いたします。よろしくお願いいたします。事務局からは以上になります。 

【関口主査】  ありがとうございます。 

 それでは、以上をもちまして、ブロードバンドサービスに関するユニバーサルサービス

制度におけるコスト算定に関する研究会、第８回会合を終了いたしたいと存じます。 

 本日もどうもありがとうございました。これにて失礼します。 

 

 

 

 
 
 

（以上） 

（事務局後記） 
 この研究会の報告書は、その後、上述の「審議会答申案」に当たる「ブロードバンドサ
ービスに関するユニバーサルサービス制度における交付金・負担金の算定等の在り方」答
申案(情報通信審議会)が、2024（令和６）年３月28日にパブリックコメントを踏まえた修
正を行った上で確定されたため、これに連動して、上述の事務局提案のとおり、修正が反

映され、同日、確定されました。確定された報告書は、次の総務省ホームページをご参照
ください。（https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban07_02000032.html） 

 


